
「ご使用いただいた農家さんの声」より

5-アミノレブリン酸（ALA）はマグネシウムと結
合して光合成をおこなう葉緑素になる天然ア
ミノ酸です。
ALA入り液肥ペンタキープを継続的に施用す
ることで光合成能力を高く維持し樹勢管理が
しやすくなります。

チッソ：８

リン酸：６

カ リ：４（液状複合肥料生第93701号）

・原液を40～80mL/10aの投下量程度でご使用ください。
※散布量は１００～４００L/10a程度を目安としています。
・施用間隔は7～10日毎、継続施用がより効果的です。
・肥大期以外でも、曇天/低温などの環境が著しく厳しい時期に
散布していただくと、生育改善につながります。

ペンタキープHyper5000
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＆

・悪天候時に生育状態の回復を実感した。
・展葉が早く、結果収量がアップした。



グルタミン酸

マグネシウム

鉄

の混合施用で、 が更にパワーアップ！

・10aあたり１２０mlをペンタキープと混合して施用。
・ 葉面散布では希釈倍率２０００倍、２４０Ｌが目安です。
・ 1本で継続８回分使用できます。
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ペンタキープ（茎葉散布３回）したバレイショの葉の

これが の実力だ!!

対照区

【測定：北海道大学 2015年7月22日】

Ver.20170315

曇天（200～600μmolE
m-2s-1 ）でも、対照区の

最大速度と同等以上の
光合成速度がある！

Ｐｏｉｎｔ②

①光を感じて

②気孔を開けて

③ＣＯ2を吸収して

⑤光合成して、糖をつくる

光合成能力アップ!!

対照区

晴天（光飽和）
での最大光合
成速度は、
約２０％高い！

Ｐｏｉｎｔ①
処理区

細胞密度が高い葉は、入射し
た光が葉の中に長く留まる＝光
の利用効率が高くなる。

同じ強さの光でも、たくさん光合
成をすることができる！

処理区

凍結ミクロトームした葉の切片（15μm）

Ｐｏｉｎｔ③

④根から水と肥料を吸い上げて


